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老人大学

電話＠3141㈹

新進堂印刷

環境標語

火
の
し
ま
つ

し
ま
つ
忘
れ
て

こ
の
し
ま
つ

生
き
が
い
な
ど
を
勉
強

こ
と
し
Ｅ
’
｀
）
、
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‘
も
、
八
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
六
日
間
、
市
民
会

室
で
「
老
人
大
学
」

市
民
会
館
大
会
議

か
開
か
れ
ま
す
。
お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
な
ら
、
ど

参
加
で
き
ま
す
。
暑
い
折
で
す
が
、

か
が
で
し

Ｉ
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一
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よ
う
か
。
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も
う
す
で
に
ご
存
知
の
よ

う
に
、
日
本
は
、
こ
と
し
世

界
一
の
長
寿
国
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
朗
報
と

気
軽
に
参
加
し
、

な
た
で
も
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み
ん
な
で
勉
強
さ
れ
て
は
い
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な
い
で
し
ょ
う
か
。

老
人
大
学
は
、
こ
の
急
速

に
変
化
す
る
時
代
に
あ
っ
て

お
年
寄
り
か
社
会
か
ら
取
り

残
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
新
し

い
知
識
を
身
に
つ
け
、
い
つ

ま
で
も
若
い
心
で
若
い
人
た

ち
と
も
よ
く
話
合
え
る
よ
う

に
と
始
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。
こ
と
し
で
第
十
三
回
目

を
迎
え
、
昨
年
は
、
四
百
八

十
人
の
方
が
熱
心
に
勉
強
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
と
し
は
、
下
の
表
の
日

8
月
2
5
日
（
金
）

開

校
式

あ

わ

浄
土

せ
宗

8
月
2
6
日
（
土
）
「
嬉
し
い
と
き
も
悲
し
い
と
き
も
」

元
仏
教
大
教
授

8
月
2
8
日
（
月
）
「
和

や
か

平

等な院

住生

職活

8
月
2
9
日
（
火
）
「
交
通
安
全
に
つ
い
て
」

宇
治
警
察
署

8
月
3
0
日
（
水
）
「
時

8
月
3
1
日
（
木
）

野
島
宣
道
さ
ん

安
藤
円
章
さ
ん

神
居
義
弘
さ
ん

川

野

聡
さ
ん

事
放
談
」

社
会
評
論
家
藤
野
福
雄
さ
ん

「
老
人
の
か
か
り
や
す
い
病
気
と
そ
の
予
防
」

宇
治
保
健
所
長
岸
田

閉
校
式
・
証
書
授
与

程
で
、
老
後
の
過
ご
し
方
、

生
き
が
い
、
交
通
安
全
、
時

事
問
題
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

時
間
は
、
六
日
問
と
も
、

午
前
九
時
か
ら
始
ま
り
、
昼

前
に
は
終
る
予
定
で
す
。
そ

し
て
、
毎
回
、
最
初
の
十
分

間
ほ
ど
は
、
手
を
あ
げ
た
り

首
を
ま
わ
し
た
り
す
る
老
人

体
操
を
行
い
、
体
を
ほ
ぐ
す

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
老
人
大
学
に
参
加
さ

れ
ま
す
方
は
、
各
地
区
の
喜

老
会
の
会
長
さ
ん
、
ま
た
は

市
役
所
の
福
祉
事
務
所
福
祉

課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
参
加
料
は
一
人
百
円
で

す
。
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焼
死
者
が
急
増

上
半
期
の
火
災
・
救
急
統
計
か
ら

☆
火
災
統
計

五
件
が
建
物
火
災
で
す
が
、
最
近
、

倉
庫
や
工
場
な
ど
事
某
所
の
火
災
発

生
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
傾
向
が
出

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
火
災
に
よ

る
損
害
額
も
、
八
千
三
百
万
円
に
も

の
ぽ
り
、
昨
年
同
期
の
約
二
・
二
倍

に
ふ
く
れ
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
火
災
の
原

因
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
一
番
多

い
の
が
「
た
き
火
の
不
始
末
」
の
四

件
、
つ
い
で
、
放
火
（
放
火
の
疑
い

も
含
む
）
三
件
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
の

ご
利
用
く
だ
さ
い

口
座
振
替
制
度

「
口
座
振
替
制
度
」
を
ご
存
知
で

す
か
。
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

が
定
期
的
に
支
払
っ
て
い
た
だ
く
も

の
は
、
で
き
る
限
り
口
座
振
替
制
度

を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
市
役
所
の

窓
口
ま
で
出
む
い
て
い
た
だ
く
と
い

う
わ
ず
ら
わ
し
さ
の
解
消
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

■
口
座
振
替
と
は
・
：
市
民
の
み

な
さ
ん
が
銀
行
や
信
用
金
庫
、
そ

の
ほ
か
農
協
な
ど
の
令
一
融
機
関
に

お
持
ち
の
預
金
口
座
か
ら
、
自
助

的
に
、
ま
た
、
安
全
に
税
金
や
料

金
を
支
払
う
こ
と
の
で
き
る
方
法

で
す
。

■
口
座
振
替
で
き
る
も
の

▽
市
ａ
ｌ
市
・
召
氏
税
、
固
定

資
産
税
、
軽
自
動
軍
税

▽
清
掃
手
数
料
＝
ゴ
ミ
、
し
尿

▽
水
道
料
金

英
夫
さ
ん

☆
救
急
統
計

▽
国
民
年
金
保
険
料

▽
国
民
健
康
保
険
料

▽
市
営
住
宅
使
用
料
・
共
益
費

▽
幼
稚
園
保
育
料

▽
保
育
所
保
育
料

な
お
、
市
・
府
民
税
の
特
別
徴
収

分
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
が
、
固
定
資

産
税
の
都
市
計
国
税
は
口
座
振
替
で

き
ま
す
。

■
口
座
振
替
の
手
続
き

通
知
書
や
領
収
書
、
そ
れ
に
預

金
通
帳
と
印
鑑
を
持
っ
て
金
融
椙

関
の
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
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2
5
日
か
ら
市
民
会
館
で

と
も
に
、
老
人
の
生
き
か
い

や
再
就
職
、
福
祉
の
問
題
な

ど
、
お
年
寄
り
の
方
の
生
活

に
か
か
わ
る
問
題
を
数
多
く

か
か
え
て
お
り
、
お
年
寄
り

の
方
に
と
っ
て
は
、
ず
い
分

と
住
み
に
く
い
社
会
に
な
っ

て
き
て
い
る
の
が
実
情
で
は

「
連
日
三
十
度
を
越
す
と
い
う
大

へ
ん
暑
い
日
か
続
い
て
お
り
ま
す
が

み
な
さ
ん
お
元
気
そ
う
で
何
よ
り
で

す
。
一
日
も
早
く
元
気
に
な
ら
れ
る

よ
う
互
い
に
は
げ
ま
し
あ
い
、
療
養

生
活
を
お
く
っ
て
く
だ
さ
い
」
Ｉ
Ｉ

さ
る
八
月
九
日
、
島
田
市
長
は
、
宇

長
の
辻
本
敬
三
さ
ん
、
そ
れ
に
宇
治

市
社
会
福
祉
協
議
会
長
の
辻
益
三
さ

元
気
に

が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い

ん
ら
と
い
っ
し
ょ
に
、
城
陽
市
に
あ

る
国
立
南
京
都
病
院
を
訪
問
。

宇
治
市
民
で
療
養
生
活
を
送
っ
て

お
ら
れ
る
五
十
五
人
の
方
に
、
夏
期

一
時
見
舞
金
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
一

日
も
早
く
回
復
さ
れ
る
よ
う
激
励
し

ま
し
た
。〔

写
真
は
、
長
期
療
養
生
活
を

お
く
っ
て
い
る
方
を
励
ま
す

島
田
市
長
左
か
ら
二
人
目
〕
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幼
児
学
級

対
象
は
3
歳
児
の
お
母
さ
ん

1
2
回
連
続
講
座

小
児
科
医
服
部
宗
五
郎
ざ
ん

▽
第
五
講
…
1
0
月
5
日
、
「
ヱ
と
も

の
ほ
め
万
・
し
か
り
万
」
、
講
師

は
（
交
渉
中
）

▽
第
六
講
・
・
・
1
0
月
1
2
日
、
「
偏
食
と

お
や
つ
」
（
実
習
）
講
師
は
、
保

育
所
の
栄
養
士
竹
内
節
子
さ
ん

▽
第
七
講
・
・
・
1
0
月
1
9
日
、
「
託
児
に

つ
い
て
」
、
講
師
は
託
児
世
話
人

靫
名

▽
第
八
講
・
・
・
1
0
月
2
6
日
、
「
幼
児
の

性
格
形
成
（
第
一
反
抗
期
）
」
講

師
は
市
立
笠
取
小
学
校
教
頭
村
上

平
明
さ
ん

▽
第
九
講
…
1
1
月
1
日
、
「
幼
児
と

テ
レ
ビ
」
、
講
師
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都

放
送
同
猪
股
寛
彦
さ
ん

▽
第
十
講
・
・
・
1
1
月
9
日
、
「
幼
児
の

集
団
生
活
」
、
講
師
は
市
立
北
木

幡
保
育
所
長
藤
本
隆
子
さ
ん

▽
第
十
一
講
…
1
1
月
1
6
日
、
「
幼
児

を
は
ぐ
く
む
家
庭
の
あ
り
方
」
、

講
師
は
宇
治
幼
稚
園
長
笠
嶋
教
瑞

さ
ん

▽
第
十
二
講
・
・
・
1
1
月
2
2
日
、
「
学
習

の
ま
と
め
」
、
講
師
は
公
民
館
職

員
’

○
い
ず
れ
も
、
時
間
は
午
前
9
時
半

か
ら
1
1
時
半
ま
で
で
、
会
場
は
市

民
会
館
で
す
。

○
受
講
申
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ
に

幼
児
学
級
受
謂
希
望
と
書
き
、
さ

ら
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

香
9
、
託
児
を
希
望
さ
れ
る
子
ど

も
さ
ん
の
人
数
、
性
別
、
年
齢
を

明
記
し
て
、
公
民
館
（
宇
治
市
宇

剪
観
測
）
へ
8
月
2
9
日
ま
で
に

お
送
り
く
だ
さ
い
。
定
員
は
4
0
人

で
す
の
で
、
応
募
者
が
多
数
の
場

合
は
抽
せ
ん
し
、
9
月
1
日
頃
に

通
知
い
た
し
ま
す
。
（
公
民
館
）

人
形
劇
団
京
芸
公
演

＝
か
も
当
番
＝

ご協力ください

知事選挙の実態調査

準
急
市
明
る
い
選
挙
想
琶
議
会
で
は
、
明
る
い

選
挙
を
進
め
、
効
果
的
な
選
挙
啓
発
活
動
を
行
う
資

料
と
す
る
た
め
ア
ン
ケ
ー
・
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
今
年
四
月
に
行
な
わ
れ
た
京
都
府

知
事
選
挙
に
お
い
て
の
有
柵
者
の
行
助
と
意
識
な
ど

を
問
う
も
の
で
、
無
作
為
抽
出
し
た
市
内
千
人
の
有

権
者
の
方
に
、
ま
も
な
く
調
査
票
を
お
送
り
い
た
し

ま
す
。
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

（
選
挙
管
理
委
員
会
）

歯
の
健
康
教
室

こ
ど
も
の
ム
ｉ
＞
ａ
予
防
を
Ｉ
ア
・
・
‐
マ

に
、
「
歯
の
健
康
教
室
」
を
催
し
ま

び
き
・
・
・
8
月
2
9
日
（
火
）

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

▽
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
保
健
所

▽
対
ま
・
・
・
小
児
と
親
、
妊
婦

▽
内
容
・
・
・
①
無
料
検
診
、
②
ふ
つ

素
塗
布
と
歯
ブ
ラ
シ
の
使
い
方

③
ム
ジ
歯
予
防
の
映
画
、
④
ム

シ
歯
予
防
の
パ
ネ
ル
展
示

人
形
劇

「
や
ま
ん
ぱ
座
」

交
通
ル
ー
ル
を
学
ぶ

よ
い
子
の
つ
ど
い

公
民
館
サ
ー
ク
ル
紹
介

ｊ
人
形
劇
サ
ー
・
ク
ル
、
や
ま
ん
ば
座

が
誕
生
し
ま
し
た
。
座
員
は
、
公
民

輦
涵
の
人
形
劇
づ
く
り
教
室
を
受

講
し
た
伸
間
た
ち
で
す
。

は
じ
め
は
、
指
に
豆
を
作
り
、
ス

ポ
ン
ジ
と
格
闘
し
て
い
た
面
々
も
、

こ
の
頃
で
は
、
ハ
サ
ミ
さ
ぱ
き
も
＝
＾

ズ
ミ
カ
ル
に
な
り
、
仕
事
や
家
事
、

デ
ー
ト
を
し
ぱ
し
忘
れ
て
、
無
邪

気
に
人
形
づ
く
り
に
没
頭
し
て
い
ま

す
。
た
だ
、
悩
み
は
公
私
共
に
忙
し

く
、
例
会
日
に
な
か
な
か
揃
え
な
い

こ
と
で
す
。

そ
〒
ク
な
発
想
家
の
Ｋ
氏
、
裏

方
を
が
っ
ち
り
ま
と
め
て
く
れ
る
Ｎ

さ
ん
、
彼
ら
累
敵
だ
け
れ
ど
人
形
も

魅
力
よ
と
Ｍ
嬢
、
年
齢
1
Ａ
Ｊ
≪
に
好
奇

心
の
増
す
Ｈ
さ
ん
…
…
と
座
員
一
同

が
、
孟
君
ら
に
夢
を
と
ど
け
た
い

と
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と

ま
す
。
ま
た
唇
Ｍ
彷
方
教
室
は
午

後
2
時
か
ら
4
時
半
ま
で
。

な
お
、
雨
の
場
合
は
翌
日
に
延
期

さ
れ
ま
す
。

（
交
通
労
政
課
）

⑨

の
ぞ
い
て
み
た
い
方
、
入
会
ご
希
望

の
方
は
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
紹
介
文
は
、
木
幡
の
橋
本
栄
子
さ

ん
）

▽
例
会
日
・
・
・
毎
月
第
2
・
4
木
隔
日
。

午
後
7
時
ｙ
9
時

▽
会
場
・
・
・
公
民
館
会
議
室
（
市
教

育
委
員
会
二
階
）

▽
会
費
・
・
・
月
額
五
百
円

お
問
い
合
わ
せ
は
、
紀
野
博
誉
さ

ん
（
剛
陵
町
二
丁
目
一
－
一
八
二
、

旦
二
〇
二
番
）
ま
た
は
宇
治
市
公

民
館
ま
で
。
（
公
民
館
）

ス
ポ
ー
ツ
教
室

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

・
9
月
7
日
～
1
0
月
5
日
ま
で
の
毎

週
木
曜
日
。
平
盛
小
学
校
で
、
午

後
7
時
か
ら
9
時
ま
で
。
対
象
は

中
学
生
以
上
3
0
名
。

申
し
込
み
は
、
登
録
料
五
百
円
を

添
え
て
市
教
育
委
員
会
社
会
歓
育
課

へ
。
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

ま
す
。

一
一
1
1
1
1
Φ
1
1
1
1
Ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｓ
－
1
1
1
1
自
白
1
1
1
1
1
1
1
1

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

・
8
月
2
9
日
（
火
）
午
後
7
時
半
か

ら
9
時
半
ま
で
。
申
小
倉
小
学
校

で
。

○
運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
上
靴
を

持
っ
て
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
無
料
で
す
。

（
社
会
教
育
課
）

ア
ル
バ
イ
ト

募
集
中

▽
学
校
給
ａ
頚
員

▽
学
校
用
務
員

ご
希
望
の
人
は
、
市
販
の
履
歴
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
教
育
委
員

会
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
教
育
委
員
会
）

納
税
の
出
張
受
付

水
道
の

責
任
技
術
・
技
能

資
格
者
試
験

ｉ
Ｏ

・
￥

（
水
道
部
）

移
動
市
民
相
談

’

―

－

－

ｌ

ｒ

ふ

ｌ

ｒ

ｌ

！

―

竜
谷
大
学
の

法
律
相
談

寝台車花

園
供
自

葬一儀

終夜営業’＝．＾こム前文又于／口。＾フＴ＾

3卜8072・㈹
32－5042㈹

‘霖｀

‘霖｀

社宇治市五ヶ庄芝ノ東53，・

所………宇治，市，木，幡南，端40絆（宇治病院前）

本

建
設
省
の
宇
治
川
改
修
計
画
で
は

本
川
の
断
面
を
拡
大
し
、
最
大
毎
秒

一
、
五
〇
〇
ｙ
の
水
量
を
流
す
こ
と

の
で
き
る
河
道
を
確
保
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
左
派
川
で
あ
る
通
称

搭
の
川
は
本
川
よ
り
も
河
床
が
上
が

吟
水
が
流
れ
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
左
派
川
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か

を
め
ぐ
っ
て
、
主
に
次
の
三
つ
の
案

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

川
本
川
な
み
に
掘
り
下
げ
る
。

師
現
状
の
ま
ま
に
し
て
、
何
ら
か
の

方
法
に
よ
こ
Ｉ
粂
常
時
の
流
水
を

確
保
す
る
。

朗
埋
め
立
て
て
、
公
園
面
積
を
拡
大

宇
治
川
改
修
計
画

う
案
に
つ
い
て
も
、
冠
水
に
よ
っ
て

公
園
管
理
上
の
問
題
が
で
て
く
る
。

さ
ら
に
、
朗
の
案
で
は
、
宇
治
川

の
景
観
上
の
特
徴
で
あ
る
島
が
消
え

る
だ
け
で
な
く
、
井
戸
水
や
平
等
院

の
池
の
水
が
枯
れ
る
な
ど
市
民
生
活

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
派
川
は
現
状
の
ま
ま
に
し

左
派
川
塔
の
川

採
用
さ
れ
な
か
っ
た
案
の
理
由
は

次
の
と
お
り
で
す
。
田
の
案
で
は
、

河
床
が
約
四
μ
も
低
下
し
、
中
の
島

が
軍
艦
島
の
よ
う
に
な
っ
て
景
観
上

に
問
題
が
あ
る
。
ま
た
島
を
切
り
下

げ
て
景
観
上
の
問
題
を
な
く
す
と
い

何
ら
か
の
方
法
で
導
水
す
る
と
い
う

師
の
案
で
す
が
、
大
き
く
分
け
て
、

「
堰
上
げ
案
」
「
ポ
ン
プ
導
水
案
」

「
サ
イ
フ
″
ン
導
水
案
」
「
ト
ン
ネ

ル
導
水
案
」
の
四
つ
の
案
が
あ
り
ま

す
。
答
申
で
は
、
こ
れ
ら
諸
案
に
つ

写
寓
は
な
が
め
の
す
ば
ら
し

い
中
の
鳥
と
左
派
川
塔
の
川

（
喜
撰
橋
か
ら
）

‘
と
し
、
ま
た
、
水
面
高
や
水
深
に

つ
い
て
も
ほ
ぼ
現
状
の
程
度
と
す

る
こ
と
。

・
塔
の
島
上
流
端
に
新
設
さ
れ
る
締

切
堤
は
、
治
杢
支
障
の
な
い
限

り
、
派
川
内
水
面
積
の
拡
大
に
配

慮
す
る
こ
と
。

・
派
川
護
岸
の
水
ぎ
わ
に
は
幅
一
封

の
小
段
を
設
け
、
ま
た
、
基
礎
護

岸
の
杭
は
木
に
似
た
＝
ン
ク
ジ
ー

ト
擬
木
仕
上
げ
と
す
る
こ
と
。

◇
◇

市
で
は
い
ま
、
こ
の
答
申
書
を
十

分
に
尊
重
し
な
が
ら
、
国
・
府
に
提

出
す
る
意
見
書
を
ま
と
め
る
作
業
に

入
っ
て
い
ま
す
。
・
（
お
わ
り
）

い
て
も
検
討
し
、
「
ポ
ン
プ
導
水
案

」
「
サ
イ
フ
ォ
ン
導
水
Ｍ
」
「
ト
ン

導
水
し
現
状
を
保
存

ネ
ル
導
水
案
」
の
い
ず
れ
か
か
ら
技

術
的
・
経
済
的
に
學
Ｉ
切
な
も
の

を
選
ぶ
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
「
堰

上
げ
案
」
が
は
ず
さ
れ
た
の
は
景
観

と
治
水
に
問
題
が
生
じ
る
た
め
で

す
。

と
こ
ろ
で
、
い
ず
れ
の
導
水
案
を

採
用
す
る
に
し
て
も
、
「
現
状
維
持

案
」
で
は
、
本
川
と
派
川
の
水
間
に

高
低
差
が
生
じ
て
、
派
川
上
流
に
締

切
堤
と
下
流
に
落
差
工
が
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
答
申
で
は
、
次
の
よ
う
な

意
見
も
つ
け
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
予
定
さ
れ
て
い
る
落
差
工
は
、
派

川
内
水
面
積
を
広
く
す
る
た
め
、

で
き
る
限
り
派
川
下
流
に
設
ほ
す

る
こ
と
。

・
水
路
幅
は
お
お
む
ね
現
状
の
程
度
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